
監視チーム会合説明事項の検討スケジュール（案）

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 最終回

（2020年12月） 2021年3月 4-5 2021年6月 7-8 2021年9月 10-11 2021年12月 1-2 2022年3月 4-5 2022年6月

廃止措置計画変更申
請書（案）

課題・課題解決スケジュール 廃止措置計画変更申請書（案）

プラント運用計画
（１次系等ナトリウ
ムのドレンまでの計
画））

R/V、EVSTナトリウムのドレンタイミング
（結論：しゃへい体取出し後）
付随する課題

付随する課題解決の考え方
新しい検討課題

構造が特徴的な新しい燃料模擬体のナ
トリウムドレン性

１次系等ナトリウムのドレンまでの計
画

―

―

●１２月の「付随する課題」
①原子炉容器ナトリウム液位SsLでの安
全性

○追加の作業
設定値変更を行うか否かを判断

●追加作業の回答
作業に伴う期間ロス、費用を含め設定
変更の実施要否を判断（判断結果は第
１段階の作業計画へ反映）

○追加の作業
運転面からの検討及びその検討を踏ま
えた懸念事項の洗い出しとその対応を
の検討

●追加作業の回答
・運転面からの課題、課題解決方法
（手順等の実現見通し）、稼働率への
影響

●１２月の「付随する課題」
②炉外燃料貯蔵槽の早期ナトリウムド
レンの安全性

●新しい検討課題
③模擬燃料体はナトリウムが多く残留
する可能性がある（ナトリウムの残留
は模擬燃料体の洗浄工程に影響を及ぼ
す可能性あり）【提示済み】

○単体要素試験（模擬ピン間のNa流路
に残留するNa量の把握）を行って定性
的な残留量を把握

●単体要素試験結果
狭隘流路のナトリウム排出性

○燃料集合体規模で確認を行い残留ナ
トリウムを定量的に評価

●集合体試験結果
バンドル状態でのナトリウム排出性、
残留量見通し

○残留ナトリウムが多い場合の低減対
策検討

●対策を講じた場合のしゃへい体等取
出し工程への影響（稼働率への影響）

〇NRAコメント
（R/V　SsL運用により）燃料交換装置
が動作しなくなり回収装置を新たに作
ることとなった場合を考慮し、その前
に例えばNsLまで充填するなどの復旧の
手段をあらかじめ検討すること。

●コメント回答
R/V　SsL運用に伴って工程インパクト
が大きい事象を想定し、監視の方法、
復旧方法

余剰ナトリウムの取扱い（結論：上記ナトリ
ウムドレン後、余剰ナトリウムを液体で保
管）
液体での保管の安全性・合理性

●搬出概念案を抽出し課題の整理及び
課題解決の見通しを得て、工程リスク
やコスト等を総合的に評価して搬出概
念案を絞り込み、設備設計の考え方を
確定する。【提示済み】

１次系搬出設備整備計画 主要設備の技術基準適合
性
休止設備の復旧方法
付帯設備及び総合的な安
全対策

関連：性能維持
施設

●搬出ルート案の提示 ○作業合理性の面から２次系搬出設備
を用いた１次系ナトリウム搬出オプ
ションの検討計画

●搬出ルート

●課題及び課題解決見通し

●設備要求案（付随する課題解決に伴
う追加要求を含む）

○NRAコメント
１次系等ナトリウム搬出まで原子炉容
器に液体保管するより、なるべく早く
出して固化してはどうか。

●コメント回答
液体保管と固体保管について、保管中
の安全確保の確実性だけでなく、不具
合時の作業影響、復旧見通し及び工程
ロスを比較し、選択の合理性を提示

搬出手順の概要（結論：一時保管タンクを活
用し搬出）

復旧・改造設備への設計要求 搬出方式の確定 主要設備の設計結果
休止設備の復旧方法

付帯設備を含む移送設備全体の設計結
果及び総合的な安全対策

関連：性能維持
施設

●移送方法案の提示
設備改造範囲、作業効率の面から３つ
の移送方法が候補となる【提示済み】

○設備復旧範囲、改造（新設を含む）
並びにこれらに伴うナトリウム漏えい
リスクとその影響緩和策、全体工程影
響を検討し、総合的に判断する【提示
済み】

●設備復旧範囲、改造（新設を含む）
並びにこれらに伴うナトリウム漏えい
リスクとその影響緩和策、全体工程影
響

●設備要求案（付随する課題解決に伴
う追加要求を含む）

●基本設計結果（１）
移送のための主要設備設計結果、安全
対策の考え方など

●基本設計結果（２）
付帯設備を含む移送設備全体の設計結
果（設備設置期間、搬出可能開始時期
の積み上げ見積もり）

●作業合理性、安全性及び工程影響よ
り炉外燃料貯蔵槽のナトリウム搬出方
法を決定

アウトプット 備考次回以降の
廃止措置計画変更申請

b. ナトリ
ウム搬出
に向けた
設備の復
旧・改造
計画の策
定

1次系・
EVST系

2次系

a.１次系等ナトリウム
のドレンまでの計画策
定

①ナトリ
ウム搬出
準備

全体

復旧・改造設備の安
全性
（次回以降の廃止措
置計画の変更申請に
反映）

●タイミングの安全上の考え方

●付随する課題【提示済み】

●１次系搬出設備整備計画
・搬出ルート
・設備設計の考え方
・ナトリウム供給配管の再使用の検討
結果
・安全対策・安全設計

復旧・改造設備の安
全性（２次系ナトリ
ウム等搬出に向けた
設備の復旧・改造計
画）

●各課題の検討結果を踏まえた全体工
程

【個別課題】
・既設タンクに保管中のナトリウムを搬出す
る際のナトリウム漏えいリスクを低減するこ
と
・既設建物内に搬出設備を整備すること

【課題】
 搬出経路、系統構成、作業性・安全性、工
期等の様々な選択肢を検討し、設備要求（付
随する課題解決を含む）を整理中

○炉外燃料貯蔵槽冷却系の搬出方法検
討【提示済み】
受入れ先の柔軟性を念頭に２つの搬出
方法が候補（１次系搬出同時または２
次系搬出同時）

▽：事前面談（複数回実施）



監視チーム会合説明事項の検討スケジュール（案）

主系解体に至る経験反映の考え方  R＆D計画策定の考え方  R＆D計画を踏まえた2次メンテナンス
冷却系の解体工法及び、安全措置

関連：廃棄物中
長期管理計画

◯技術基盤構築の手順【提示済み】 ●12月の（1）2次メンテナンス冷却系
解体により確認する事項

●次回の（２）
解体により確認する事項を踏まえた、2
次メンテナンス冷却系の解体工法及
び、安全措置

技術課題対応計画の
成果（次回以降の廃
止措置計画の変更申
請に反映）

既知の課題認識（例：残留ナトリウム）  R＆D計画策定の考え方  R＆D計画（残留ナトリウムの処置、安
定化等の課題・課題解決見通し）

関連：セメント
固化設備整備計
画

◯既知の課題・課題解決の方向性 ●12月の（２）項目の選定の考え方
・ナトリウム機器解体工法、Na安定化
処理、残留Naの回収等の技術開発項目
の選定
・文献やメーカ保持技術の確認

●12月の（２）選定した結果及びR＆D
計画、今後の見通し
・Na安定化処理、残留Naの回収等の技
術開発項目の選定結果と見通し

実施状況 中間結果
（放射化汚染の計算評価結果、試料採
取方法、今後の予定）

しゃへい体のサンプリングの時期 関連：廃棄物中
長期管理計画

廃棄物管理フロー
廃棄体化に必要な諸設備案

第2段階の放出管理目標値

実施状況 ●放射性廃棄物処理フロー
第2段階以降に発生する廃棄物を念頭に
置いた放射性廃棄物処理フロー

●第2段階の放出管理目標値
第2段階での作業・工程を基に放出管理
目標値を設定する。

課題解決の状況 セメント固化装置の設計仕様、設計・
整備の計画

その他 第２段階の施設安全 実施状況
第2段階のプラント状態・作業が、第1段階の
廃止措置計画で既に評価済みの事象に包含さ
れる項目を整理・確認し、改めての評価の要
否を検討中

事故想定及びその評価の考え方 想定事故の影響評価結果 （第３段階以降の施設安
全については、その開始
前に別途安全性を確認
し、必要に応じ変更申
請）

〇評価の進め方【提示済み】 〇評価の考え方【提示済み】 〇想定事故の影響評価結果

〇NRAコメント
第1段階の事故評価だけではなくて、ナ
トリウム火災の観点で充実するべき。
過去の２次系のナトリウム漏えい事故
の知見等を活用して事故評価に反映す
ること。

水・蒸気系等発電設
備の解体計画

実施状況
水・蒸気系等発電設備の解体撤去の範囲、作
業エリア、安全対策等の計画を検討中

水・蒸気系等発電設備の解体計画の策
定

水・蒸気系等発電設備の解体計画の策
定

●NRAコメント
水蒸気系の解体で、想定されるトラブ
ルとその対応を説明すること。

●3月のNRAコメント対応
想定されるトラブル及びその対応
他電力のトラブル情報の反映の仕組み

第２段階以降の性能
維持施設（ナトリウ
ム系以外）

性能維持施設の見直し実施状況 プラント状態を踏まえた性能維持施設
の見直し

燃料池水冷却機能（実測結果） 性能維持施設の見直し結果
　（6-1表）

更に廃止措置の段階が進
んだ際に必要となる性能
維持施設の追加及び性能
の見直し結果

●直流電源設備容量

●燃料池水冷却機能
　水温解析結果、実測計画

●燃料池水冷却機能
　実測結果、解析結果との比較
　冷却系停止運用方針

第２段階以降の性能
維持施設（ナトリウ
ム系）

実施状況
一時的に復旧するナトリウム搬出に係る設備
を性能維持施設に反映する方向で検討中

プラント状態を踏まえた性能維持施設
の見直し

性能維持施設の見直し結果
　（6-1表）

更に廃止措置の段階が進
んだ際に必要となる性能
維持施設の追加及び性能
の見直し結果

●２次系のナトリウム搬出に伴う設備の考え
方

同上（性能維持施設の見直し概要(3)に
含む）

●2次系ナトリウム搬出設備の追加
―

●セメント固化装置の整備計画

ナトリウム機器解体
開始以降の放射性廃
棄物の処理・貯蔵の
考え方

セメント固化設備の
設計仕様、設計・整
備計画

汚染の分布の評
価結果、解体計
画の検討結果を
踏まえた、廃棄
物中長期管理計
画（第2段階）

③  汚染の分布に関する評価

主系の解体工法及び、安
全措置

a.ナトリウム機器の試
験解体及び技術課題解
決のための計画策定

②ナトリ
ウム機器
の解体計
画策定

2次メンテナンス冷
却系の解体計画（解
体方法、安全措置）

汚染の分布の評価結
果（解体に伴う作業
安全、区分ごとの放
射性廃棄物量）

④廃棄物
搬出へ向
けた計画
策定

a.廃棄物中長期管理計
画の策定

b.セメント固体処理設
備の整備

区分ごとの放射性廃棄物
発生量に基づく必要な設
備整備計画

セメント固化設備の工事
計画

●3月の【新たな課題】
上述のセメント固化装置の導入と並行
して様々なオプションを視野に検討を
進める。

【新たな課題】【提示済み】
ナトリウム機器の洗浄作業（解体含む）に
伴って発生する濃縮廃液の発生量が、セメン
ト固化装置の処理能力を超える可能性

【課題】【提示済み】
・しゃへい体等やナトリウム機器の洗浄作業
に伴い放射性液体廃棄物が発生
・作業に応じて変化する廃液の性状や量は固
有

セメント固化装置のプロセスフローダイヤグ
ラム

主系の解体工法及び、安
全措置
区分ごとの放射性廃棄物
発生量

〇評価手法、条件等【提示済み】 (1)放射化汚染の計算評価結果
(2)放射化汚染の計算の妥当性確認のた
めの資料採取
　a.しゃへい体
　b.コンクリート
(3)二次的な汚染の評価（配管表面測定
結果）

・区分ごとの放射性廃棄物発生量評価
までの予定

・しゃへい体等の取り出し工程を踏ま
えたしゃへい体のサンプリングの時
期。

第2段階の事故を想定
し、必要に応じて評価
する

水・蒸気系等発電設備
の解体撤去

性能維持施設

〇検討項目【提示済み】 〇解体概要【提示済み】 ●3月「解体概要」の詳細
・解体撤去対象設備
・性能維持施設に影響を及ぼさない措
置
・解体撤去工事の安全対策

●性能維持施設の見直しの考え方

●今回の性能維持施設の見直し概要

●性能維持施設の見直し結果
　（6-1表）

▽：事前面談（複数回実施）


